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平成２６年度発達障害児者支援開発事業成果報告書 

 

１．子ども発達支援センターの事業概要について 

(1) 子ども発達支援センターの職員体制と発達障害者支援モデル事業マネージャーの設置 

 について 

平成２６年度の子ども発達支援センター職員は１１名で、その内訳は以下のとおりでした。 

発達障害者支援モデル事業マネージャーは、当センターの臨床心理士がその役割を担っており、 

後述する５歳児健康診査や保育所、幼稚園等の巡回訪問、発達支援教室において支援の必要な

子どもの見極めをし、発達検査が必要な場合は実施するとともに、保護者への支援を行いました。

また、支援の必要な子どもの在籍する保育所、幼稚園等に対して、専門的な見地から助言等を行い

ました。 

職種 人数 担当事務内容 

事務職 室員 １名 子ども発達支援センター管理庶務等 

保育士 
センター長 １名 子ども発達支援センター管理及び事業総括 

室員 ３名（正職２、臨時１） 個別乳幼児特別支援事業、発達相談等 

保健師（健康支援室兼務） ３名 健診、小児発達支援外来連携補助、発達相談等 

教員（教育センター兼務） ２名 特別支援教育事業連携、発達相談等 

臨床心理士 １名 小児発達支援外来医師連携、発達検査の実施等 

計 １１名  

 

（２） ５歳児健康診査事業 

社会性の発達が著しくなる４歳から５歳の時期に健康診査を行い、子どもの集団生活のしづらさ

や保護者の子育てについての困りを早期に明らかにし、必要な支援を行い、子どもたちの健康の

保持と増進を目的に名賀医師会の協力を得て実施しました。 

対象児童は、名張市に在住する事業実施年度に満５歳になる全ての児童として、市内の保育

所（園）、幼稚園在園児は、それぞれの園で、在宅児は、子ども発達支援センターで実施しました。 

５歳児健康診査を実施した後、保護者が記載した問診票や個別あるいは集団観察、普段の保

育所、幼稚園等での子どもの様子をもとに名賀医師会に所属する園医、保育所、幼稚園等の担任、

子ども発達支援センター職員でカンファレンスを行い、要経過観察と判定された子どもに対し、継

続的な観察や園による支援を行います。 

平成２４年度より５歳児健康診査を全市的に実施しており、平成２４年度健診結果に基づきそれ

ぞれに合った就学に向けて支援を実施しました。 

 

平成２４年度 ５歳児健診の結果 

対象者数 受診者数 健 康 治療観察中 要経過観察 

６６２名 ６５２名 ５４２名 １５名 ９５名 
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平成２４年度５歳児健診後の支援(要経過観察児)  平成２６年３月末現在 

                                        ( )は小児発達支援外来と重複 

要経過観

察 
９５名 終了 

保育所(園) 

幼稚園での

支援 

小児発達 

支援外来 

個別乳幼児 

特別支援 

事業 

 

再健診 １３ ５ ７ １  

発達支援教

室 
１１ ３ ６ １ １(１) 

 二次健診 ２   ２  (２) 

 

保育所(園) 

幼稚園での

支援 

６９ ３９ ２９ １  (１) 

  ９５ ４７ ４２ ５ １(４) 

                         支援の移行シートでの引継   ２７名 

                         (うち要経過観察児)        １７名 

                                  (うち５歳児健診未受診)       ２名 

 

平成２５年度 ５歳児健診の結果 

対象者数 受診者数 健 康 治療観察中 要経過観察 

６８２名 ６６９名 ５３０名 １６名 １２３名 

 

 

平成２５年度５歳児健診後の支援(要経過観察児)  平成２６年３月末現在 

                   ( )は他と重複、転出・転園が再健診１名 保育所等での支援２名 

要経過

観察 
１２３名 終了 

保育所(園) 

幼稚園で

の支援 

発達支援 

教室 

個別乳幼

児特別支

援事業 

 

移行シー

ト 

 

再健診 ３９ １９ １２ ４ ２(１) １５ 

発達支援

教室 
１２ １ ４  ４(４)  ７ 

 二次健診 ８ ４ １  ３  １ 

 

保育所

(園) 

幼稚園で

の支援 

６４ ３０ ２８  ３ (１) ２２ 

  ９５ ５４ ４５ ４ １(４) ４５ 

                                    支援の移行シートでの引継   ５６名                   
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（３） 発達支援教室 

保育所、幼稚園等の巡回訪問や５歳児健康診査を通じて発達が気になる子どもを対象に、課題 

遊び等を通して子どもの発達を支援しながら、集団で安心して楽しい園生活を送れるように支援 

することを目的に、子ども発達支援センターで実施しました。 

 

 

就学前教室 

きりんさん教室 ぞうさん教室 ぱんださん教室 

平成２6年度 平成２５年度 平成２6年度 平成２５年度 平成２6年度 

26.8.20～ 

26.12.15 

26.1.27～ 

26.6.9 

27.2.2～ 

27.6.22 

26.3.24～ 

26.7.28 

27.3.9～ 

27.7.27 

参加親子  ５組  ５組 ６組 ６組 ６組 

開催回数  ９回  ５回  ４回※  ９回※    １回※ 

延べ参加親子 ４０組 １９組  ２２組※ ５０組※    ６組※ 

※ 平成２６年度は 3月末までの実績数 

 

（４） 定期巡回 

  <保幼定期巡回> 

  １歳６か月児健康診査、２歳健康相談、３歳６か月健康診査、５歳児健康診査において発達の 

確認が必要となった児の観察、在園児の把握と、移行支援対象者の選定を行うために保健師、 

保育士等が年３回ずつ巡回を実施しました。 

 

市内保育所(園)     １５園    市内幼稚園        ６園 

    市外幼稚園         １園    市内認可外保育園   ２園 

 

  <小学校定期巡回> 

  各学校における特別支援教育の現状について把握し、新入生の入学後の状況の把握と、 

主に移行支援対象者に対する支援の検証を目的として、教育専門員等が各学期年３回巡回を 

実施しました。 

  

  小学校  １４校   

 

（５） 支援の移行シート 

    ５歳児健康診査の結果により支援を実施している子どもの中で、子どもの自尊感情を低下 

させない等、二次障害を予防するために就学後も引き続き支援が必要と判断される子どもの 

発達の様子の聴き取りや支援に関し、保育所、幼稚園等の協力及び保護者の同意を得て 

シートを作成し、教育委員会と協議のもと就学する小学校へ引き継ぎました。 

 

 

（６） 教育連携会議 

 途切れのない支援を実施するために現状の課題を挙げ、事業計画案の策定や進行管理を 

行いました。その構成メンバーは、当市教育委員会学校教育室室長、同じく学校教育室指導 

主事、教育センター長、当センター職員となっています。 
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２．名張市ばりっ子いきいき生活移行支援事業について 

（１） 事業実施期間 

     当該事業の実施期間は平成２６年１０月から平成２７年３月までとなっています。 

 

（２） 事業要旨 

     ５歳児健康診査を実施した結果、要経過観察と判定された子どもに対し、保護者との面談を 

踏まえ、発達支援教室の利用や市内の小児科医への受診である二次健診、さらには小児発達 

支援外来への受診といった子どもの発達段階や特性に応じた支援を提供します。 

また巡回訪問等により継続的に子どもの観察を実施する中で、発達検査の実施、あるいは 

言語聴覚士によることばの発達に関する助言、あるいは小児発達専門医による発達支援教室 

の運営等に関する助言等をいただくことにより、円滑な就学移行支援を推進します。 

     

（３） 事業目的 

円滑な就学移行支援を推進するため、本事業は 4歳児から小学 2年生までに特化し、４歳 

から５歳児までの保育所、幼稚園等における学年での移行を起点とし、保育所等から小学校への就

学移行を経て、1 年生から 2 年生までの小学校における学年での移行を終点とするようにしていま

す。就学後 1 年を見通したうえで、その評価を次年度の計画に反映するようにシステムを構築しま

す。 

 

（４） 分析と考察 

他職種が本事業の実施者として介入することにより、保育所、幼稚園等における巡回訪問の 

視点と、小学校における巡回訪問の視点の相違点を検証し、事業計画に反映することが可能となり、

「支援の移行シート」の作成から検証に至るまでのバックアップ体制が整い、さらに学校と保護者に

子どもの正しい理解をしてもらうことが可能となりました。 

次に、巡回訪問を通じて得た観察における視点や、同じ小学校へ就学する対象者への引継ぎ

を一斉に行うようにする等、時期の見直し等の現状の課題を教育委員会と子ども発達支援センター

職員で構成する教育連携会議において整理し、1月に実施計画の方向性を固めました。 

そして、シートに記載されている支援が小学校での支援に引き継がれるように、各校に配置され

ているコーディネーターが把握した対象者の情報を校内で共有するシステムの構築をし、また、市

内の拠点となる学校に配置されたチーフコーディネーターで構成される会議にて報告されるケー

スについて検証をし、次年度の計画へ反映させます。 

本事業を実施するにあたっては、他職種が介入する場合における視点の違いを考慮し、共通の

基準を持つ必要があり、その基準をマニュアル化したものが有効です。ただ計画の評価には３年

を要するため、その評価を受けてその周知についても、さらなる検討をしていきます。 

 

（５） 企画・推進委員会の実施状況 

    実施状況については、以下のとおりとなっています。 

 

 開催日 開催内容 

第１回 平成２６年１０月１７日 年間事業計画 

第２回 平成２６年１１月１４日 実施計画策定 

第３回 平成２６年１１月２７日 実施計画策定 

第４回 平成２６年１２月１５日 実施状況等報告 

第５回 平成２７年 １月 ７日 実施計画整理 

第６回 平成２７年 ３月 ３日 実施計画評価、取りまとめ 

 

 



5 

 

（６） 今後の課題 

５歳児健康診査の実施から、対象者の「支援の移行シート」による移行、そして就学後のフォロー

アップ教室である「ばりっ子チャレンジ教室」における支援、個別指導計画の作成に至るまでの移

行支援システムの構築を進めていく必要があります。またそのためには、５歳児健康診査の実施に

ついて、さらなる精度を上げ、「支援の移行シート」の内容や移行の方法などについてもさらなる検

証をして、その上で対象者への支援が確実に学校で引き継がれること、また、対象者への支援を

実際に確認する巡回訪問が重要となります。 

また移行支援システムの構築にあたり、子どもの運動発達について学んでいく必要性が出てきて 

おり、今後は作業療法士による運動発達に関する研修を行っていく予定です。 

 

（７） 成果の公表計画 

事業効果に対する評価を受け、「支援の移行シート」を含む計画策定の一連の経過としての本報

告書と、事業年間計画の進行管理を一覧にした表、就学移行支援システム図、以上三点の提出を

平成２６年度の成果として計画しています。ただ、評価や一定の成果を報告するには、保育所等に

おける学年での移行から保育所等から小学校への就学移行を経て、小学校における学年での移

行までを計画期間としていますので３年の年数を要します。 



平成２６年度発達障害者支援開発事業　補足資料

名張市発達障害児者支援モデル事業

<就学前>

構成メンバー
・市教育委員会学校教育室室長
・学校教育室指導主事
・市教育センター長
・子ども発達支援センター職員

支援の移行シート

<就学後>

発達障害者支援モデル事業マネージャーは、５歳児健康診査や巡回訪問において、支援の
必要な子どもの見極めをし、発達検査が必要な場合は実施する。また支援の必要な子どもの
在籍する保育所、幼稚園等に対して、専門的な見地から助言等を行う。

子ども発達支援センター

家族相談

発達検査

市立病院

（小児発達支援外来）

診断・診療

技術的助言

福祉事業所

療 育

人的支援

地域支援発達支援教室

５歳児健康診査

巡回訪問

小学校

巡回訪問

社会性の発達が著しくなる４歳から５歳の

時期に健康診査を行い、子どもの集団生

活のしづらさや保護者の子育てについて

の困りを早期に明らかにし、必要な支援

を実施し、子どもたちの健康の保持と増

進に努めている。市内に住む事業実施年

度に満５歳になる全ての児童を対象とし

て名賀医師会の協力を得て実施している。

保育所、幼稚園等の巡回訪問や、５歳

児健康診査等を通じて発達が気になる

子どもを対象に、課題遊び等を通して

子どもの発達を支援しながら、集団で

安心して楽しい園生活を送れるように

支援する教室を実施している。

５歳児健康診査の結果により、支援

を行っている子どもの中で、就学後

も引き続き支援が必要と判断される

子どもの発達の様子の聴き取りや

支援に関し、保育所、幼稚園等の協

力及び保護者の同意を得てシート

を作成し、教育委員会と協議のもと

就学する小学校へ引き継ぐ。

企画推進委員会

事業計画策定

計画の評価・取りまとめ

教育連携会議

事業計画進行管理

途切れのない支援を行うために、

現状の課題を挙げ、計画案の策定

や進行管理を行う。

保育所等と小学校におけ

る対象児への視点とタイミ

ングの違いを調整し、より

円滑な移行を図る。

移行支援



子ども発達支援センター 学校教育室 保育所（園）幼稚園 小学校
４歳児

４月 ○定期巡回(１歳６か月・３歳６か月健診のフォロー）

５月 ○５歳児健診（前期）
　対象児４月生まれ～９月生まれ

７月 ○就学前　発達支援教室開始
　月２回ずつ　全１０回

９月 ○定期巡回(１歳６か月・３歳６か月・５歳児（前期）健診のフォロー）

１０月 ○５歳児健診（後期）
　対象児１０月生まれ～３月生まれ

１２月～１月 ○就学前　発達支援教室開始

１月 ○定期巡回(５歳児健診のフォロー）

２月 ○５歳児健診
　対象児　在宅児および市外通園幼稚園児

５歳児

４月 ○定期巡回(５歳児健診のフォロー、教育支援委員会の対象児の確認）

健診・定期巡回での様子を情報提供 ○保育所・幼稚園訪問（全員） 個別乳幼児等の情報提供

○来入学児の運動会のかけっこに向けて ・保育所幼稚園に対象者の特定にかかわる情報共有 対象者の特定

・保育所幼稚園に対象者の特定についての案内 保護者の同意

報告 事前支援 事前の学校訪問（保護者）

報告 事前練習

６月 ○教育支援委員会 対象児の特定

保護者の同意

・園が特定した以外の対象児を特定し報告 報告

７月 ○教育相談会 対象児の特定

・保育所・幼稚園の案内前に合議 ・保育所幼稚園に対象者の特定についての案内 保護者の同意

報告 報告

・園が特定した以外の対象児を特定し報告 ・教育相談会 （必要時担任等の同席）

（教育相談会にセンターの教育専門員も相談員として入る）

８月 教育支援委員による観察と資料つくり

９月 ○来入学児の運動会のかけっこに向けて 対象者の特定

・保育所幼稚園に対象者の特定についての案内 保護者の同意

報告 事前支援 事前の学校訪問（保護者）

報告 事前練習

○定期巡回（移行シート対象児の確認） ・教育支援委員会　審議

　審議結果を保護者へ報告 （所長・園長同席）

１０月 ・就学時健診の事前練習が必要な児の情報提供 ○就学児健診に向けて

・事前支援 ・事前練習（オージオメーターは学校）

１１月 ・教育支援委員会　審議

９月に審議できなかった対象児

１２月 移行シート対象児の特定

保護者から意向の報告 意向の確認（所長・園長同席）

（保護者からの入級届） 保護者の同意

１月～２月 ○定期巡回 ○小学校コーディネーターの参観と連携相談会 対象者の特定

保護者の同意

報告 　　　　　　　　　　報告 報告

参観の様子を記載（提出までは求めない）

２月 ・教育支援委員会　審議

９・１１月に審議できなかった対象児

３月 ○入学式向けての事前練習 対象者の特定

・保育所幼稚園に対象者の特定についての案内 保護者の同意 引き継ぎ準備

報告

報告

・保育所・幼稚園の参観

対象にいる保育所・幼稚園と日程調整



子ども発達支援センター 学校教育室 保育所（園）幼稚園 小学校
小１

４月 ・入学式事前練習

○移行ファイル・移行シートの引き継ぎ

○訪問

５月 ○定期巡回 ○チャレンジ教室（前期）

・募集チラシ配布 ・対象児候補について報告

・対象児候補の情報提供 ・対象児の特定

５～６月 ○気になるお子さんの保育所・幼稚園の参観

・各小学校へ参観が必要な対象児の特定 ・対象児特定

報告 報告

参観の依頼 ・参観

６月 ・教育支援委員会　審議

９月 ○定期巡回

１０月 ○チャレンジ教室（後期）
・募集チラシ配布 ・対象児候補について報告

・対象児候補の情報提供 ・対象児の特定

１月 ○定期巡回


